
平成 29 年度生徒指導集中対策指定校及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 三次市立八次小学校 校 長 古本 宗久 生徒指導主事 原 勝明 
 
 

取 組 事 例 名 『学校生活をよりよくするために』 

取 組 の ね ら い『キーワード  楽しい学校にしよう』 

自分たちの学校実態から，改善していきたい部分を見つけさせ，取組を考えさせる。 

身に付けさせたい資質・能力 

・表現力 

・自己認識力 

・市民性 

取組の具体的内容『キーワード  今の学校を見つめて』 

①「気持ちのよいあいさつができる学校」にしていくために，自分たちで取り組める行動を 

設定する。 

⇒ 児童会執行部がめざすあいさつのモデルを児童朝会で劇化して全校児童に示す。 

⇒ 児童会執行部が呼びかけ，登校時の「あいさつ運動」を推進する。 

②月ごとの児童会目標を設定し，全クラスで取り組む。 

⇒ 各クラスにカードを配布して，クラスごとの具体的取組を設定させる。 

⇒ 目標達成できたクラスは，児童会が表彰する。 

取組の課題・創意工夫『キーワード  自分たちにできること』 

①について 

 【課題】「めざすあいさつのモデル」を具体的にすること 

 【工夫】・自分たちのあいさつの日常の様子（全校）を把握させる。 

         ・「めざすあいさつのモデル」が分かりやすく伝わるように「劇化」して示す。 
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②について 

 【課題】マンネリ化しないように，学校実態から目標を考え，取り組ませる。 

 【工夫】・期間を決めて，児童会執行部に今の学校の様子から自分たちが工夫して改善で

きそうなことを目標設定させる。 

     ・児童会目標に対して，各クラスで具体的な取組を考えさせ，毎日振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

取組の成果（効果）『キーワード  前向きに』 

①について 

 ○学校評価アンケート調査の結果「進んであいさつをする」 

7月…保護者（85.6％）児童（90.6％） 

12月…保護者（86.7％）児童（92.6％） 

・保護者も児童も１学期調査より向上している。 

・朝の「あいさつ運動」で交わされるあいさつの声が大きくなった。 

 

②について 

 ○目標達成したクラスにはパーフェクト賞を児童会から表彰していったが，パーフェクト

賞にはならなくても，各クラスで具体的な取組を考え，協力して取り組もうとするクラス

が増えた。 

今 後 の 展 開『キーワード  自分たちにできること』 

・指導者の働きかけがなければ取組が進まないことが多い。児童の視点で，達成したかが分

かりやすい課題を設定し，評価していくことで，最後まで意欲的に取り組むことができると

考える。 

・児童会執行部は熱心に取り組んでいる。一部の児童の活動にならないよう，全校に広げて

いくための工夫を行うことが必要だと考える。 

他校へのアドバイス『キーワード  任せる』 

子どもたちに，どれだけ『任せて やりきらせるか』を教職員が協議し，全職員でベクトル

をそろえたうえで，実践させることが大切だと考えている。 

 


